
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月号担当     ひろた 

Ｐ１０ 「生活づくり」から、学童保育での食体験の 

    意味を再確認する                  平本 福子 

Ｐ１５ 一緒に楽しむ「食」の時間            読者からの投稿 

Ｐ１８ みんなでつくる楽しい時間♪              田中 円 

Ｐ２２ ほっとできるひとときを子どもたちに        大村 いづみ 

Ｐ２６ 日々、笑顔で過ごせることを願って          渡口 敬子 

Ｐ２９ さまざまな経験を重ね、成長していく姿に思うこと  首藤 あずさ 

今回も画伯の方のとても楽しい作品、いろんな感性で描き方がそれぞれ違っていて、毎回楽し

ませていただいてます。物価高騰で厳しいと思いますが、是非とも今度はフルカラーで拝見しし

たいものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本の学童ほいく」誌は、日本中の選抜された保護者、指導

員、学童保育所研究者の方々との編集会議をもとに、学童保育に

特化して構成して作られた唯一の月刊誌です。 

福岡県連協は、この月刊誌を是非たくさんの保護者、支援員、

学童保育関係者の方々に飛んでいただきたいと思い、見どころ

【ひらいてみちゃりぃ】を配信することにしました。 

毎月担当を変えて、それぞれの視点から見どころを紹介してい

きますので、是非購読申し込みをお待ちしております。 

 

申し込み先：福岡県学童連絡協議会 

T E L：０９３−６６２−６０００   

F A X：０９３−６６２−６００６ 

教育のこだわりを突き破ったコロナ禍 

フルコミットメントしない子ども・若者たち 

若者たちもまた居場所を求めている 

 

 さまざまな選択肢を射程に入れ、埋め込まれることに慎重になっ

て、試行錯誤をしていく子ども・若者たちの生き方をそれとして認

めることからしか、私たち大人と子ども・若者たちの対話は始まり 

ません。とおっしゃってます。次回以降探っていきたいとの

ことですので、今後の連載に期待です。 


